
 

 

 

富山県美術館 企画展 

「チェコ・デザイン 100 年の旅」関連イベント 

スペシャル・ギャラリートーク 

ガラス造形作家ヴァーツラフ氏と巡るチェコ・デザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○日時 ： 7 月 21 日（日）14：00～（約 60 分） 

○講師 ：  ヴァーツラフ・レザーチュ氏(富山ガラス造形研究所准教授)  
本郷仁氏(富山ガラス造形研究所主任教授) 
聞き手として、富山県美術館 学芸員が一緒にご案内します。 
 

○会場 ：  富山県美術館 展示室 2、３、４ 
展示室４「チェコ・デザイン 100 年の旅」入口にお集まりください。 

当日有効の企画展観覧券が必要です。（高校生以下は無料です） 
 

※会場での飲食、録音・撮影などはできませんのでご了承ください。 

※このギャラリートークは、TAD フレンドシップの鑑賞会を兼ねて開催します。 

 

「チェコ・デザイン 100 年の旅」学芸員によるギャラリートークのご案内 

        ・ギャラリートーク 7 月 6 日(土)、15日(月・祝) 各日 14:00～ 

・こどものためのギャラリーツアー 7 月 27 日（土）14：00～（約 30 分） 
※いずれも当日有効の企画展チケットが必要。高校生以下は企画展観覧料無料です。 

 

 

「チェコ・デザイン 100 年の旅」 

ギャラリートークの追加開催が決定しました！ 

 
追加開催の 7月 21日（日）は、スペシャル・ギャラリー

トークとして、チェコより来日、現在、富山ガラス造形

研究所准教授のヴァーツラフ・レザーチュ氏、同校主

任教授の本郷仁氏をゲスト講師にお迎えします。 

本展出品中のチェコのガラス作品をはじめとする造

形についてだけでなく、チェコの人々や暮らしについ

てもお聞きしながら、チェコ・デザインをめぐるギャラリ

ートークです。 
 
作品:上 ヨハン・レッツ・ヴィトヴェガラス工房 
     《花瓶》1902-1903 年 
作品:下 ラジスラフ・ストナル、カヴァリエル・ガラス工房  
     《耐熱ガラスのティーセット》1931 年 
2 点ともチェコ国立プラハ工芸美術館所蔵 


